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１８ 国内初の豚の悪性カタル熱の疫学的考察

倉吉家畜保健衛生所 ○黒田萌黄 増田恒幸 岡田綾子 柄裕子 中村耕太郎

１ はじめに

悪性カタル熱（MCF）はヘルペスウイルスによる感染症で、ウシカモシカ媒介型（WA-MC

F）と羊随伴型（SA-MCF）に分類される。前者はウシカモシカを自然宿主とし、後者はめ

ん羊を自然宿主とする。原因病原体はそれぞれ異なり、WA-MCFはウシカモシカヘルペスウ

イルス1型、SA-MCFはヒツジヘルペスウイルス2型（OvHV-2）を病原体とする。中でもSA-M

CFは、牛の他、バイソン、鹿および豚等が感受性動物となる。SA-MCFは世界中で発生報告

があり、日本でも牛および鹿での発生報告がある。豚での発生事例は海外のみで(1-5)、

めん羊と同居飼育による発生も報告されている(1-4)。SA-MCFの自然宿主であるめん羊は、

6～9ヶ月齢でウイルスを排出し、3～6ヶ月齢の子羊にウイルスを伝播すると考えられてい

る(6)。また、めん羊は母乳を介して垂直感染する場合もある(6)。牛などの感受性動物へ

の感染様式は、ウイルスを排出している若齢のめん羊からの水平感染である。感受性動物

は、一般的には発熱、鼻汁および神経症状などを呈し、7～18日で死亡する。しかし、甚

急性型では発熱や口腔粘膜の炎症を呈し、1～3日で死亡する場合もある。

今回、鳥取県内の一農場で、国内で初となる豚(ミニブタ)のSA-MCFが発生したので、そ

の概要および得られた疫学的な知見を報告する。

２ 発生概要

平成283月、複数の動物種を飼養する管内の教育農場で4頭飼いしていたミニブタのう

ち1頭が突然死し、同月に更に2頭が死亡した。残る1頭も衰弱し、最終的に5月に鑑定殺を

行った(表1)。発生農場では平成27年10月に県外より未経産のメスのめん羊2頭及び若齢の

オスのめん羊1頭を導入し、発症したミニブタと同じ畜舎で飼養していた(表1)。

表1. 当該農場での発生概要

３ 材料および方法

（１）病理解剖および病理組織学的検索
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死亡および鑑定殺したミニブタの主要臓器について、病理解剖の後、15%中性緩衝ホル

マリンで固定後、定法に従いHE染色を行った。また、豚サーコウイルス否定のため、死亡

したミニブタの小腸および腸間膜リンパ節について、抗PCV2兎血清を用いた免疫染色を実

施した。

(２) ウイルス学的検索

死亡または鑑定殺したミニブ 表2. ウイルス検査に用いた材料および行った検査

タおよびミニブタと同居飼養し

ていた3頭のめん羊について、

表2に示す材料を用い、OvHV-2

のテグメントタンパクを標的と

したsemi nested-PCR(7)を行っ

た。このうち、ミニブタ①の回

腸およびオスめん羊の血液由来

のPCR産物を鋳型に、ダイレク

トシーケンス法により部分塩基

配列を決定した。また、採材し

た一部の検体については、豚コ

レラ否定のため、ペスチウイル

ス属に共通の領域を標的としたRT-PCR(8)を行った。さらに、めん羊のウイルス排出状況

および血液内のウイルス保有状況を確認するため、3頭のめん羊の鼻腔スワブおよび血液

を継続的に約9ヶ月間採材した。採材した鼻腔スワブおよび血液は、OvHV-2のテグメント

タンパクを標的としたrealtime PCRによりウイルス量の定量を行った。

４ 検査成績

(１) 病理解剖および病理組織学的検索

病理解剖を行った3頭に認められた肉眼所見を表3に示す。ミニブタ①および②では過肥

や腸気泡症のほか、MCFに特徴的な回盲腸粘膜の潰瘍が認められた。ミニブタ③では腹膜

炎、腎臓の重度腫大、白内障および小脳髄膜炎等が認められた。

表3. 死亡(鑑定殺)したミニブタの病理解剖で認められた肉眼所見

病
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理組織学的検索では、単核細胞浸潤を伴う全身性の壊死性血管炎、全身諸臓器における非

化膿性炎と浸潤細胞の変性および複数のリンパ系組織における壊死が認められた(図1およ

び図2)。また、偽膜形成を伴う肉芽腫性小腸炎、気腫を伴う壊死性肉芽腫性腸間膜炎、大

腸の壊死性炎が認められた。抗PCV2兎血清を用いた免疫染色では、陽性抗原は確認されなか

った。

図1. 単核細胞浸潤を伴う壊死性血管炎 図2. 回腸パイエル板における壊死

（２）ウイルス学的検索

死亡したミニブタおよびめん羊から採材した材料(表2)を用い、OvHV-2を標的としたPCR

を行ったところ、死亡または鑑定殺したミニブタの諸臓器からOvHV-2遺伝子が検出された。

豚コレラウイルスはいずれの検体からも検出されなかった(表4)。

表4. OvHV-2および豚コレラウイルス遺伝子検査結果

※ PCR結果の＋はウイルス遺伝子が検出されたことを、

－はウイルス遺伝子が検出されなかったことを示す。

このうち、ミニブタ①の回腸およびオスめん羊の血液由来のPCR産物を鋳型に、ダイレク

トシークエンス法により部分塩基配列を解読したところ、それぞれ231塩基対を解読する
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ことができた。両者の塩基配列は完全に一致し、既報のOvHV-2の部分塩基配列と100%の相

同性を示した(図3)。

めん羊3頭について、約1ヶ月に1回

の頻度で採材を行い、鼻腔からのウイ

ルス排出状況および血液内のウイルス

保有状況を確認した。発生当時の3月

時点では、3頭のうち2頭からウイルス

排出が認められ、その後、6月まで少

なくとも1頭からウイルス排出が認め

られた(図4)。いずれの個体も血中ウ

イルス量は変動が大きく、ウイルス排

出と血中ウイルス量との間の関連性に

ついては不明であった。

図3. 発症ミニブタ、めん羊および

OvHV-2既知配列の部分塩基配列比較結果

図4. めん羊からのウイルス排出および血中ウイルス量

縦軸はウイルス量(コピー数/反応)、横軸は採材日を示す。

５ 考察およびまとめ

ウイルス学的な検査結果および疫学的背景から本事例ではめん羊からミニブタへOvHV-2

が感染し、SA-MCFを発症したと強く疑われた。また病理組織学的検索結果では、SA-MCFに

特徴的な壊死性血管炎等が認められた。これらの検査結果を総合して、本事例をSA-MCFと

確定診断した。日本におけるSA-MCFは一般的に牛の疾病として認知されているが、本事例

により、海外で報告があるようにめん羊から豚への感染も起こりうることが示唆された。

また、めん羊への継続的なモニタリング調査の結果、3頭のめん羊は血中にウイルスを継

続保有していることが確認された。初乳を介しての垂直感染のリスクも報告されているこ

とから、体内にウイルスを継続保有することによる新生めん羊への垂直感染も注意が必要

であると考えられた。さらに、過去の文献ではウイルスを排出する月齢は6～9ヶ月齢とさ



- 5 -

れているが(6)、本事例では13～16ヶ月齢のめん羊でもウイルス排出が確認された。この

ことから、過去の文献に記載されている月齢よりも高齢でのウイルス排出の可能性が示唆

された。産業動物分野では、牛などの感受性動物とめん羊が同時飼養されているケースは

多くないが、動物園などの動物集合施設ではめん羊と他の反芻動物が同居する機会が多い。

このため、そのような施設でのめん羊と感受性動物の同居飼養について、改めて注意喚起

が必要と考えられる。

発生農場ではその後、農場スタッフを交えた勉強会を開催し、めん羊と他の感受性動物

が接触しないような飼養管理方法について指導を行った。以降、牛や豚などにおけるMCF

の続発はない。めん羊がウイルスを継続保有している状況であることも鑑み、今後も定期

的にモニタリングを行いながら、めん羊と他の感受性動物の隔離飼養など、他の動物へウ

イルスを感染させないような対策を継続していく予定である。
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